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煙 火用色光 剤 に関す る研究

第 7報 乗 用配 合 系 列 に つい て

(円も:3年_O月 eE 支社)
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= EiB ill

向利き'(･に於いて -,TS炎光スべク ト/･･の四五1.こ上

って六たる発色スペクトルの扶鼠 これlこ排 を牧は

すべき灸件,扮詔ス-タtルの成eiとその除去句荒事

に偶し基質がTleT.tセ行い実用程合決定のあの指針を持

た｡東和.こ充 ･て.三攻上の蚊粂/_,応用し卿 1庶合成分
托荘上の方件を述べ且つ笑用程合のFt葬折た系列の例

七柑 しその詩姓▲こ言芝する.

rt 前村までの要きちと臭用配合成

分決定上の要件

21 牲真宗色光琳の空合

(1) 何11,の砲 台L二於いてもCOl蕨化までの蕨宗

Jく?/スが大fSとれている定食の附通が愚も祐没の炎

を生じ.桁毎の色光ス-クトルの発現一三轍宗,:ウソス

がとttているか若しくは猷卿 である紀合の附iELこ

於いて強度Et大である｡こLtに上って倍化洞と軸性荊

(帯解化荊セいう)との配合比は肖ら囁せる｡

(2) 助燃剤の櫛軒の選択については.パックタラ

I)/Fの朋風上少耕演が少なく,且つ恨現しあい物だ
が適する｡こnがあ甥在この糊 の屯田ではセラ･'ク

が丑空である｡但しセラクJ'は一枚に杜公布の駅 盛
戊を退くするから,日的-1J&じてなるべく榊 が'J>
なく且つ新宅の思tだ聖軽を与え得る抗貫を,召ぷべきで

ある.

(3) 衣(娼石の師 の選択.こついては,その発現し

和べきスべタr/-軸 は_発色金柑 が波節に還すろ

とその汲算以上こtを靖にしてもこLtを増大し得た,I

ことが･-主文.二王J)られる｡またその徐イ-A/も鼓して

夢等Lたいここが･雪められ,-I.托し琉侵攻たる炎色尻

は一役に炎の温度を古め目的とする色光スヘクトルの

破産を花め,-Jが.これに伴って妨宙スペクトルの執政

もまた増加1する｡

-nに炎色剤の苅51を遠態するには発色姐 lAiB,や
rBイ*ソの祖宗J_/考旺するよりも,むしろその偶義絶

皮 (Xa帝LこBa台甘半の少ない万JJl.ェい).和だこし

た齢 のEF3u .思洪T!Btのき易.思隻汲蛭.許火臥
たらひ.こ柵 陸,宏eiの好易,e繰等に飼してSE用日
uJl.こ'Sじて決定すべきものと考えらzl与.

(4) 斡化村の卒研の選択こついては,｢設■こ近攻

筈転 7 ン′モニウ人死の炎一三軸 ス-タト/,･を現わすこ

とたく何Llの牧舎.Ibその生野:三位第菜呈であるがLq

芝垣の大たる欠点b'Lある.また一己こ炎の盈gEh-一たく

ス-タI,.,の致狂;ミ一弘 こZf娘 辰がJウム誠一こ放校
して弟い.

過払張懲カリウム瓢 こ放ける炎は-i之.=iB塩究侭7'
-/モ三ウム郡のそTLより花泡であり,従ってス-タト

ルの弧 も大であるれ 【中寺'=カIJウムLSt子に上る己官

スペクトル及び荘蚊スへタt/ノを現わす｡この道捜ス

･<クトルは也光に対して舌大の相帯となる｡またCuCl

･･/ドスぺタレレな召し光に利用する樹合に於いては可

なり竣い枚光迎放スベクレレも王琶17_･tるO然し1Eがら

この孤の和河は上巳枚的敷地 rこつい<髄腔を硬しない

利府がある`

常長カ1)サム柁▲エー投,こ共の温度が繋いのでス-タ

tp･･の発現生硬が十分でTJ:く読常矢用.二名えない

伝化荊放染色苅たる琉債スT･.,/ナウふ.帝熊..I.I

ウ上申.._Qi731罪に於いては発色苅こして僧の弔化詞 こ

缶加して用い拘るのみである.

(5 攻究文.三笠帯ガスを炎.ニ供治し搾る西友hJ.三
党塁黒.こ於いて.三共の湿度を下 ずる彰古かあ り,これ

がわ.=犬の色彩の発現がl廿 でなく意志の戦果.王少た

い .



22 X漫宗色光刑の密舎

(I) この札û.こ関する炎光スヘクトルー=於 い て

と,-紋に- 'タyヲウ/['セ形成する迎伐スべクト

/･･;三憩いか.こ山王姓果実一三汝帯ガスを巽中lこtg･抱L

l替る添打設C況入L=1って弱めらJtる.また-i:ヲ1タ

等の鮮 Ptの比叔rf少ない助勝村を添わ す,Jこともこ

の迎挫スペクトルを弱めるに‡f勅である｡

(2)以上に.とって教化詞として含姓抑 化剤たる

池坊兼カl)ウム 脚 7ソモ三.A/ムi/用いること
L上官■こ打教であり.校名の如く雌 ガスjLz炎串にLP-お

し付,J環化花.二相に発色牒 h'･¥しい｡また横 桁カ
1Jウムの新 一王達姐輔 か)ウAの和合とまは阿-戟
典を宍甥十ろものと有色されろ.

(3) 無比媒酌化対たる托ポカ').)ム▲謂畷′く1)r'/

･'h 硝酸スト.1yチ サムの物命は合Ht講添瓦的の混入

.i.Eつて,その炎1土讃しく鮮明さを為す｡また CllCJ

･､/†ス-7II-'経 た:こ利用十ろ均合.ミニのとき篤

ずる砕光延はスペクナルを完全に荊Xさせるあ.こは嘆

中に坊解ガス5･存在することが弘琴である｡この上1

な敏合には近始発頼7ノモ三サム,姐化ヒニール,城

化7'/モニウム噂の甑 が望ましtl.伯しこの埼合姐

化ビニー/′の瑚合JL続いてIi完全防湿が必苛であるC.

カ')ウ人並世帯北 村こして机 ･る亡きは低温累 こて
逮べたと席恥こカリウム尿TLこ上る越唆ス-クトルが

聾く現われる.何し一打こ補益罪では.炎串の食尽最化
杓の牌 こ上る況 スベ7ト/'は常▲こ可た り襲 いの

で,これと前.Pとな分類して礁湖することは関田であ
ち.このカリウノ､速th.スペクトルは出来文は塊頼〝ス
こ上って活況十ろことA判蒜･たいことbl一色Elか化的道

男ス-タ714･と簸ろjL?色である｡こrLか為一 点■こカ,)

ウム韻を鯨化詞として任用する堵合.エri:合を如何L=J

大しても其の他mll･肉眼にて白球七紳びて見えること

三避けられないE

(･l) 鼓化詞と77才/ウふとの杷合tIfT.こついて

三,こJtに粛笥な軸捻布 く慌it.i-t=ラ′タ)を/>よ左l

Lるとき7】劫TZt也和合敏.ミ相当拭くTrり,また偉兼不

足の状態.こても苫/こ凄い発色セ77;す｡

JJ 配合成分の相互作用

に対する対米

粍T7-0).斤郷 糾こ於いては配合比分の相互作用にruL.

て一三_全く鳥現し{生じたカ.繁用lこ当って.まこの間盟

LA_/まユ玉虫したけれ.王たちたい｡通常足り和る鼓も'il事た

相7i:作用.エ次の四民応である｡

(1) †7人yサムと近攻第倍 7'ノ･tニウ人とのEtA

l

F__u -

uS この女王ミ▲>_7.t分の存在に方と･-:のんも主JH41る5'･モ汀

く.I.t米とアノ:tニIrガス1_/発生し発熊を,Hl7.校.i

生成した特質は退城も椴iy 不/ウふて51)このもの

は耽解睦.T5'甚だ大でbる.

(2) 77jtノウムこ.tk化~ ノそ-一々LこのEtrSJ

このEnJ..i()).こ荊似であり.-VI･一稚 二万三いて4)

九起り1gるが如く水実と-//Jl---'/ガス/_'発生しFa烈

女作)｡鋲に生成したW,PZは姐化で/Xyl/ムてか )

この(,の り燕仮性へ一76だブ-である.

(3) 帝藍カ1)ウふと近攻声撮7,i-ニウふとのLL'

忘 こLLは新訂領分併h'正であJ-/:そのfTIPJ一冊式中
に.ニトl..0項が各等'Cは小 .一二か.erl＼(21の9,分

と苅るITS色-=･ある 民k:の輯祭L:して還姐采解が)ラ

ムと甜暇7L/ T_こウふとを生じ,ほ乳 土芯しくmX湿性

てあさ.

ILお(3)顎似の 1々合として群衆Jl')ウふとie地方熊

7ン'そニケ⊥の畑 が考えらLlもb･雫苛 i々B合した扮

作なた玩蓮の吠怨.こて18カ何件存し■_汚名で.tg(分塀

はJBめられたかった.

以上にJ唱する対頂としては(3)及ひra)の場合はqt
Jh柁分の選択に上ってこLl.+_/逝.ふるここ1.他 'hる､即

ち姓化丁ソそこサムは的化どこ-I/セ1,1って十分代田

L柑ることが邦 主脈に判明L一二しろで博二束喝思.可

托tg:1=於いて前dfよりも法曹のJJが･実見 ヒ欝つ'=い

ち.三■_肝 カ1)ウふと退姐ari辰7ンそこウムとの奨

鍵.ま鼎色火東と色光剤との拙 75..ニー二起る性急が多い

bl.この7りにnLては米塩無職カ')ウム色光剤をmい

る呼の手放に上って故ECEな梁けちことか出攻ち｡
(1､の頓合ED屯は必ITFLも常こ逝けること.エ払範た

いが完全防空をすることに上って丈忘D韮S･JLE8止す

ることが出来る｡印ち笛22また.エhS:化だ脊･?丁夫.こ上

って現在で一三殆んと完全防湿､こ近く長年月の仰臥こ堪

え柑る鞘送が比枚的安価に縛られ る りh一校LL(1)の

Et応に止まらず,南瓜芦に於しては一yTLンl)I.の風

化セ∽止する為lこも究全防湿.ま凸畢てある｡即ち防湿

加工は色野の1碁秀にし'(奴&tの大■=る炎光を狩る為▲こ

.土欠くことの出譲ないものであって,こ.･n三止こ丘火

也光馳妙 の為の顎放てある｡このeJ.=!uL一二.まFIを

改めて撒暫するであろう

VT 乗用基本配合系列の例

1iTI用まで.こ方≧ナる炎うヒスべタトノ･の雅 成句{_/粥

としてモ▲こIEL7e合従酉につLて炎色粕 と行い,〟

ら11た米用i51含系列を継げる｡実用性J)判定.こ当って

lま刀こ轍.=於い{r三等ら炎色に皿βを慣いた｡斯く炎色



につして宍用配分抱囲が這三Llは,この出国の配合.I

ついて巨抑 こFu,じて任妬旦姪,!又契帝蛸 の三豆当たも

のせ冠訳すJIJ.三よい.帽してこの荘三田がLY.チ_71三'L.い

.王ど選択のEl由淡が大で,うつて耶 な札缶系と言い7'1

るわ ナであ,i.

木津のEE2占Iltに等号げるflJtt用融合区域(桁 引抜を

もって示す)は二つの国子によって定まる｡その一つ

.こ炎邑rこよ｡ものて.6って墳秀な炎也+_,発現L得る樫

合がその区域に入る｡他の一つ.三可た†乱 不燃現の区

部に上るものであってたとえ炎色か妓宛'{･きっても斡

人望きい市己合はそのrZI茨に入らない｡校ポのFr城の忘め

JJについては岩千の間抱が存する.13Elちこの区毎更yl三
､さる轍 .=用いた群畷薬包の前経は次L=述べる如く可

+iA)Jj､さいものであるが,一缶に三弱出のi正圧がfP;すと

普:三可搬 も広くなるからである｡従ってこの椅台木

革の民こ於いてはyf用区矧 こ入らない和合も藁包Idf任

せ軒鞘のそ丸よりも蛋すここに上つ{-71用尽域に入り
巧ろ こともあり15る｡

41 棄;a配合感決定の方注

(り 各層の樫合邦について炎色を内Ut摂察するこ

と.こ上ってyt用尿軌 こ入るか否かな帯める｡寵合D+Z汁

LD変化 ま通常 10,p.'の匙をつけ.執■.又はgt変乱合は
fク.'の昏セつけた｡肉眼 こ上る也盟の視察l三芸だBi敬

こして有効である.(分光5'土光包内偶の良寛 この人役

立つものと考えてよく,この場合:まあきり有数で.また

い⊃)

(_') 粁桝は閃t7･93nlmJT<さ60mmのハ ト.]ソ紙

三瓜撃の折帯を肝いこztに脈 した｡これ:ま仕掛花火
Ll〉ウ/A:)と同一大きさである｡JJ米比-i.こついてそ

C)一院を戻せはEZH の如くたる｡一校Lこrl_のだ含.=於

い-:もこの例と六陣同一の幌向をrル .その攻究比q(

i土77イyウふと芯化剤との配合辞1台(盃!'t比)にm

SJW.).

儲



258 エ 中 火 光 tS女 告 辞 20も 卯 4サ

sJm.I. i川OIL

it=T3一J国

25.(ql. il仰･

1.r')

国この芥･(..J肺 ス

L.,ノナウム自任'C.i烏城禁であろ為.こ逆境スベク

トJ･Jが弥 ･から.こ)tJL洞放させるゐ▲二歩加杓 (即ち渉正取払珂)

セ加えろ.nHC･壁化ビニー(.,六射 ヒエ9/

,セナ'ク.なtはt1-ブナセ加iた場合の色光発生株

児女?TrTとE32の如く'<･あち.合姐ぷ鼓柾的1
_,加えた均分 BllC 及び姐化ビニールは発色

の㈱ 't苫[=上く似ているが技新の1JがTp7着よりも

相当▲こ法ト｡このこZ:に上り脱 文は改段LMT{輸添正輸L:して姐化ヒエ-ルLDbAが BrIC より

も7洞 てあ/= 即ち鮒 泣正文LftjU_鞭虻の河田の点に

掛 <姐化ビニールの万が勿力tu'･あ7J :▲である

｡1働 T)共の色只.ま塩化t:'ェー/Jセ用いたも

のが鼓bt抑 文コであった｡8llC_が之に次ぎ'I
､姐化ユ タ /は長も劣乙.盤宗全も丘から甘えはJ-､



援火用 色光苅 L=閃 す ろ研究 259

一札α0.

火の粉J_'生するに至 る. このことは一旗のti治 剤.こ放いて先議であ

る｡(2) 近姐業較アノ



260 エ 栗 火 器 退 会 生 卵 20与 群 4己

雌 し

J t▼11 nl t▼V htEl7

汚生物7_,方丈た喝合よりもgtの色招三脚 で美 し い . :tDD経の発乳三昏めて石基'eあり･且有常勤 LL･その克也TI7!法3)秤 .まEaTのかくてある.この窃合 いのて塩火･=て鉄幹た焚也光を柑ようこ+る年分の･=･

炭鼓スtF/チサム,t.･;て こ鼓具か荻7?itた･土;亡一 丈だ合L=ついて･三あさり粍男とL
三ならた ･.-k.こ蒜ec〆.-於 ･て著しく炎の色胃が&萌.こたる.セラ･/,' 瓜瓢 こて.こh18T)摂･iB?.=可たりか .

CS(ゝユ)uLの罷.ま=の複合lL,O.肘近が藩世と考えられる｡ スペグ ト′ン々 樟1ので炎の仁Zr.ミヤや赤誇j'_,鞘

ひ,qr(4) 託出カリウム累

洞&金色とた るC烏城完附 ヒ洞のf三治 であろから,f7i熊ス トtz/チ.) FLlヒ剤として辺竣諜桁ア/Je



窪 火 同色光 粥に許すもE!宅 26I

BJO,

国 10rlH､uO.

LLIT1+

e()) 持旅.･ ム弄この場合.三l削L記うーだ当棄て

あるから,BLLClノ:ノトの強襲を市も 且つ迂琵

ス-クt･ルを消滅さLiる為に合繊 的 tv/た7ーる必要があるt邦 .∴結果をjr{

すとE耳目の如くI:ある｡図にヱIt;三姐化ビ

ニールを沃玩知とする新 が愚L炎色の召萩EBb'LEこい.その中

でも速化ビニール=C,qt,声茄ノミ17ウ_I.王ぐfGFl:二三力茂も

炎色が旦好である｡13HC及び六着化 三.P./せ

き左 鞄とする場合三苫[=有効甥がL小さく,士+_尖の亀田も射 ヒE'ニールセmいた均

/,lLはと.二㍍明でた い ｡と唾棄掛 取ころセラ･･タ

をZz:えた魯台.ミ僅かに発色するの入T: Ehll.二>_その

区攻を13.して.まあるが色72.i不芳明.{実見 二.三通しない.

こZtは BLCl′こ′ドの塩安を

芯カ'-.作用か養い為である(2

) 讃･tiF積アンモニウム弄この牧舎.三舎生業転化iElを

用1,.ものであるb･,金馬前化韓の珊 こ上る逢銃

スペクトルの消波のあ･二台姐讃添加物を丈.こ加えて紳 した.その結果

を京せほ国ほの如くである.この楼台.こt,城化t:-ニー/Jを添加軒とした現缶か最 pII

払=5叩

Eglll

～H.uO.も止い初更朝を流し1こ｡BIi('又は7

､せ化エタンを猿加杓としてJm.た卿 は炎の也¶か良く

ない(3) 近地認俄カリウム罪LT4才.転カr)ウふ,-グネ
yウふ.耗殴′･l)ウ人の三味伽 (烏泣沈肘)の甥合にはL

kXl.i殆んと発現しtLt･｡(任かに出姐よ偉力1!ウム

ニ'タ.'のところに.死出が見らLtろ.)これは企J
A環化物のr:於による迎銃スヘクトルのIii壁が苗T=大き

t畠である｡こzlにZC>'の添女的な加え



くTT馳 ;E=い 臥HC を汲むbとする鵜含.三嘆の

色月が良くか ､.).姐化ユタ'/のg一合.t有触 +_=fF

.=分れ汚臭'{現や七五する.即ち17よシウ▲つJLセ

対す.=まつT:JE耗.王炎色が紺 色であり大いて白恥 '･

jtく次いで禿L,い芋色こなも.

(4) 市長カ1)ケふ弄

弧礁カ1)サム,†7事ゾウふ.雌 ′こLFクムの三野

混合だ.こ生化t='ニールを/慈加して紺 した摘果fL示せ

L三成Elのb]くである,この世合■こ放いて… .こ放け

る炎の色門.王君色である｡

仙0■

岳】14､34 79:請CuClI:L/FをfCFSする場合茶ヱ累で事三117tyク
ムD存在カ為.こEiカT:発色が紺 である(

鮮 胡8円).(▲) 空重葉髭7ソそこウム茅1 添加LL
浩司を用いたいJ5台連生栗位アンそこクふ,77ネyウ

ム,炎色邦の三根だ含.こて粕 した梼具せ戻すとEgl王

の如くである.NH_亡

tへこの3a合実包司として7EW を木肌､たものま'.J

tもTT軟atが･こく且色刃が卑しい｡11 歩耽む伽 を用いた考仝

上記の髭合.こgl化ヒニー//Yl;ポ恵血して伸 した

鼠 16指穴1_,示せiエ3

'16の如くTLる｡この特会は姐並性珊 印が丑もBE秀

な色Plと拡いTl効奴ILJJたる.次はI狂俄掬であり.その



の炎色.ま白菜を帯-J発色不鮮明'?あって卑称こ持しぷ

い●
､述化王′/セ改正だ忠 司として旅 した5'･この格

令.まJ:i-3BJIが･良くたい｡

セラブタセ毒虫だ三亡悠京として他 Lナこ蛤束.三EEZlミD

b]くである.この甘全●こも77えyサムの*が多くた

ち.こiZって菜4)粗 三現わrLたいよう一二たる.

1拝しttO-



2Bl 二 葉 火 l# 泣 虫 輯 al20世 al4符

一例とし-=JW 柁lTL,榔 ずておく｡この7SICrtl弊f*20 t.Ti誠の謝意+_,出し併せてRLと紬 g:伝ってわいた諦乱

Ir.1n以上 こて魂転なる甘包炎セあげて鮒 する 由布,企叙.木私 通茂の相称こ切札叫上げる.

頚鯨J;lJウ人 5C,d3

- rJ/ウ ノ. 2Cタメ
文 献

六枚(】_-タノ 3CJ'3 1) BE者,花火 p )51(和郎 2Iil)

舶 屯 513(外PI) 2) MJ=,I)=77

細 な以って-J･nIの研究を･-1fj与了する｡l‡I)に匹 3) 阿1,I)129

人平米相可を施J>つたLk京大苧J苧郡山未ぷ雌 に

Studlt･SOtlt:OhttrFlameCompL)SLtlOTIOlFlreWOrkB

7 0mComp-ヽsltLOrlSeriesforPrat:tlCalUse

blTakeoSh】mlztL

(1) rhe叩eLtrOSCOplCSlljdz田川PrCl】OuS l0"･temlX･rlltUreClass.lndlSrmrlyllldeH1
p.lPerbnTeStJmmaTlZedsoaSICHlPp】〉tTIL･ Ca5COfhlghtempemtuTeOTIC

Imr)CLPler)川amecololJrere'11】OntOpmelLCtl) b) ATTtmOTrLum PCrChlornttHSthebest

ustL OX)dIzcr.torLtCarlProduceHCILITatl.lrne

(2) 山川rd川g tO the resullゝ of(i), tln(1crcEtteS(】e印 eOlouT

､れr】OubtLllrlPLLSOfred,)ellol､greCrt.Iudbluc a) ＼一m)IchlorLdttlS.1)soLllebCSEtlddLl

of 'sc､,er.11亡OmpOSltlOnSCrleS.Irel'rC]''lrCd l■0】l.tllrlirrCd'C"日､ll】ChCanCrt･nLe iLdeet】

1hL･lrEl.1111eI_r)loulsarcexT.mmedlJ)e〉eS COI〔,urI)ヽ 】)roducLllglICIF.LSln LILlmC))ke

.lndgood亡○】ours.lreSelected ･tCordJZlgtO n'THllOrLlumperChlor.lltl

lhLさC,CffCLIlヽeぐOEour20neSare nrLuLln PS

clrCu)llrllnビSmlrJgOnOnCtr)Catsr叩hs

(3)_＼sI:lTnStheseStu(】1CS.ireCOlleCrJled
tllllLn))Orl.LIltrtlSu)ts､､hlcTISCCm tO he
colnmOnll汀trnヾhseriesarc.lSl011｡llS

tl) rht･ヽ､)dLhot.ltle打ecllleCOmPOSlllOn

rimelnこl火TuplllSlerrn.TIrr0､､ nC.lSCOf

d) ttlSRecess.TIT)10PrOIL･CICOlllpOSltlOmY

from moLSturC Perlectly lllCtL且eOfhlgh

lemPCrillUrLlI:).15Sk5tmTLgneSIUrniLndother

lngredlCnh Should rencICLLCh other For

pr.lCILCill .1PplLC.1110rLS {l叫) tqlld bTJllInnl

ColourFIalnes.l√eObt.lmedonI.t 川ヽhdllS

conslder.lLlOn (lio50)tLFlre＼ヽOrk5CoLtd.)
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